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りません。これは，股のぞきをする
と，それまで遠くにまで広がってい
た海の距離感がなくなり，あたかも
平面画に近い姿で海が空として知覚
されるために生じた現象だと筆者は
考えています。この見かけの距離の
短縮化によって，海が空に変わるだ
けでなく，砂
さ
嘴
し
（浮島）が虹（天橋）
に，松林が橋
はし
杭
くい
に変化して見えてく
ると思います。
では，このような光景の変化は，身体を前
屈させることによって生じたのでしょうか，
それとも視野を回転させることによって生じ
たのでしょうか。筆者と足立浩平（大阪大
学）は，立命館大学キャンパスにある通路
（全長約50m）を用いて，通常の股のぞきの条
件だけでなく，身体を正立させたままで視野
のみを180度に回転させた条件，視野の方向
を正常な方向に維持したままで上体のみを屈
曲させた条件を比較したところ，股のぞきの
効果は，視野を回転させることによって生じ
たのではなく，上体を前屈させることによっ
て生じることが示唆されました（Vision 
Research, 2006）。
天橋立が，身体姿勢によって，その光景が
変化するのかどうかを確認するためには，じ
っさいに当地を訪れて体験されることをお勧
めしますが，写真３を単に逆さまにして観察
しても，筆者の述べていることが，疑似的に
体験ができるのではないかと思います。
以上お話ししてきたことから，股のぞきを
すると，風景の奥行き感や明るさが変化する
など，私たちの視覚世界が大きく変わること
に気づかれたと思います。これは視野の左右
を入れ替えたときとは対照的です。このとき
は，奥行き感には何も変化が生じませんし，
場合によっては，左右が入れ替わったことに
気づかず，認知的に混乱することさえ起こり
ます。
私たちの視覚的風景の特徴は，中学校など
で学ぶ図形の幾何学的特徴と比較すると，そ
の特異性が理解されます。私たちの視野に
は，垂直軸と水平軸という基準（norm）が
あります。純粋に幾何学的に考えれば，垂直
軸と水平軸は，直交する多くの２直線のうち
の一つに過ぎず，特別な性質が備わっている
わけではありません。しかし，心理学的に
は，垂直軸と水平軸は，視野の中で特異な性
質を示しています（例えば，垂直線や水平線
は少し傾くとすぐにわかるのに対して，斜めの
線の変化は気づきにくい）。これは，私たち
が，地上において，重力を受けながら，おも
に水平方向に移動していることに由来してい
ると思っています。
しかも，本稿の中で示してきたように，風
景の知覚を，軸に関する逆転・反転という観
点からながめると，垂直軸と水平軸のはたら
きが，認知的に大いに異なっています。中学
校の幾何学では，一般に，図形をある軸に関
して対称移動させても，もとの図形の内的性
質（線と線の関係や線と角の関係など図形の構
成要素間の関係）は保存されますが，私たち
の視空間では，左右を反転しても，もとの性
質が保存されやすいのに対して，上下の逆転
では，もとの性質が壊れやすいのです。この
理由は，今のところよくわかっていません
が，私たち自身の身体の特徴に関連づけられ
る気がしています。
図１の答え：地図は香川県小豆島
写真３　 京都府宮津市旧国分寺跡の上空100ｍから撮影した天橋立
